
今
尾
小
学
校
に
も
グ
ロ
ー
ブ
が
届
き
ま
し
た
！ 

令
和
六
年
に
な
っ
て
早
一
ケ
月
が
過
ぎ
、
二
月

は
一
年
で
最
も
寒
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
、
休
み
時
間
に
な
る
と
元

気
い
っ
ぱ
い
に
運
動
場
で
駆
け
回
る
姿
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。 

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
の

寄
贈
グ
ロ
ー
ブ
（
右
利
き
用
二
つ
・
左
利
き
用
一

つ
）
が
今
尾
小
学
校
に
も
届
き
ま
し
た
。
一
月
十

二
日
（
金
）
に
、
代
表
児
童
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

等
が
入
っ
た
紹
介
動
画
をm

e
e
t

で
視
聴
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
に
回
し
て
実
際
に
触
っ

た
り
近
く
で
見
た
り
し
ま
し
た
。 

          

グ
ロ
ー
ブ
を
手
に
す
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
大
谷
翔
平
選
手
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
、
自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

グ
ロ
ー
ブ
と
一
緒
に
入
っ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
も
あ
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
ブ
が
「
勇
気
の
シ
ン

ボ
ル
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
刻
み
込
ま

れ
た
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
令
和
五
年
度
の

締
め
く
く
り
を
し
な
が
ら
、
四
月
か
ら
の
進
級
・

進
学
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。 

                                    

左
義
長
の
出
前
授
業
の
開
催
に
つ
い
て 

一
月
二
十
二
日
（
月
）
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
送

ら
れ
て
い
た
「
出
前
授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
戻
り
つ
つ
あ
る
地
域
行
事（
伝
統
行
事
）

が
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

出
前
講
座
で
は
、
講
師
の 

近
藤
喜
登
様
よ
り
、
左
義
長 

の
歴
史
や
、
後
世
に
受
け
継 

ぐ
大
切
さ
等
を
教
え
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
３ 

年
生
の
子
ど
も
た
ち
も
、
興 

味
深
く
講
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

感
染
症
拡
大
の
警
戒
に
つ
い
て 

一
月
十
八
日
（
木
）
に
海
津
市
教
育
委
員
会
か

ら
ス
マ
ー
ト
連
絡
帳
を
通
じ
て
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
感
染
症
拡
大
の
警
戒
に
つ
い
て

古
田
知
事
よ
り
「
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
過
去
三
年
間
と
同
様
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
き
ま
し
て
も
、
警
報
が
発
出
さ
れ
た
十
一
月

以
降
、
感
染
が
収
ま
る
気
配
が
な
く
、
咽
頭
結
膜

熱
も
心
配
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

学
校
で
も
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
で
あ
る

「
手
洗
い
・
う
が
い
」「
換
気
」
等
の
指
導
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

再
度
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
一
段
階
、
引
き
上
げ
て
い

た
だ
き
、
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
策
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
髙
橋 

崇
敏
） 

学校関係者各位          【グローブと一緒に同封されていたメッセージの全文掲載】 
 
貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。 
 
ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。 
 
この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げたプロ
グラムをご紹介するためのものです。 
 
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢
を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送
る機会を与えてくれたスポーツだからです。 
 
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの 
個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 
 
この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 
 
野球しようぜ。                        大谷翔平 

 
令和５年度 えのき通信 

 海津市立今尾小学校だより 

令和６年１月３０日 今尾の子 

グローブを手にする様子 


